
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 0 13,000 8,679 20,000

事業費

の内訳

令和3年度決算

発寒清掃工場の更新に関する方針策定

令和4年度予算

基本構想策定業務　１０，０００千円
環境影響評価配慮書策定　９，０００千円

人工 0.0 0.0 1.2 0.0

人件費 0 0 8,640 0

事業費 0 13,000 39 20,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和13 年度

関連法令・条例・
要綱等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
札幌市環境影響評価条例

他都市の状況

実施結果

施設更新に係る庁内調整に時間を要し基本構想に着手することは出来なかったが、事業スケジュールの見直しに
より事業終了年度に変更は生じない。

事業実施における
工夫点

事業スケジュールの見直しを行った。

対象者 市民 開始 平成31 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

基本構想の策定。

長期

発寒清掃工場の更新を更新し、適切な焼却処理体制を維持する。

取組内容

安定したごみ処理体制を維持するため、老朽化した発寒清掃工場の建て替えについて計画的に検討を行い、必
要な調査、計画策定を進める。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ○ B ○ C ● 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
当初事業計画から変更はあったものの、スケジュールの見直しにより事業終了年度に変更は生じない見込
みである。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

・基本構想策定
・環境影響評価配慮書策定

予算
毎年度必要な業務に対し適切な発注額になるよう予算要求をしてい
る。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

本事業計画が滞ると、新施設の稼働に遅れが生じ、安定的なごみ処理に支障をきたす可能性があるため、
今後更新事務を進めるにあたり、より綿密なスケジュール管理が必要となる。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

事業手法については基本構想において、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入に関する簡易検討を実施予定とし
ており、札幌市ＰＰＰ／ＰＦＩ活用方針に基づき、適宜実施する。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

発寒清掃工場更新事業を円滑に進めることにより、本市のごみ処理体制が保たれ、市民サービ
スの維持に寄与する。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

施設更新に係る庁内調整に時間を要し基本構想に着手することは出来なかったが、事業スケ
ジュールの見直しにより事業終了年度に変更は生じない見込みのため計画通りである。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
B

新発寒清掃工場の供用開始年度である令和１４年度における札幌市内のごみ焼却量及び広域
連携（石狩市、当別町）分について、新工場での施設規模の算定を行った結果、６４０ｔ／日の焼
却能力（事業規模）とすることが適切と考える。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 指標の設定が難しいため指標なし

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


